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　11 月５日、６日で京
都に行ってきました。
目的の一つは野村美術
館で開かれていた平戸
悦山さんの傘寿展。
　平戸悦山さんは長崎
県佐世保市の三川内焼
の窯元で、長年お世話になって
はいるものの、作品をゆっくり
と拝見したことがありませんで
した。この度、ご案内をいただ
いたので、早速伺ってきました。
　三川内焼は平戸松浦藩の御用
窯であった平戸焼と同じです。豊臣秀吉の朝鮮出兵
の際に、陶工たちを連れ帰ったのが始まりで、熊本
県の天草陶石をいち早く使い始めた産地の一つです。
　当代の14代悦山さんは長崎県指定無形文化財「三
川内焼 細工技術」保持者です。今回お邪魔してそ
の技術を目の当たりにしました！　虫かごのかごも

然る事ながら、キリギリ
スの長い触角！！「気が
遠くなる」の言葉では足
りない手間と時間を掛け
た技巧。ため息しか出ま
せん。
　三川内焼だけでなく日
本各地のすばらしい伝統
技術は、是非とも未来へ
と継承していただきたいものです。
　毎回出張はドタバタです。なかなか余裕をもっ
て事前にスケジュールを組むことが出来ません。
今回も切符を買ったのは 11月 3日 (^^;
　そんな中、陶工房 天風 天野さまに訪問を快く了
承していただきましたので、お邪魔してきました。
　京都の焼き物の歴史を教えていただき、目から
鱗、自分の間違った京焼の
イメージを正すことが出来
ました。楽しいお話ばかり
で、またまた長居してしま
いました。本当にありがと
うございます。
　京都へは、機会を作って
また伺いたいです。渕野直幸

京都に行ってきました♪京都に行ってきました♪

巻頭のあ
いさつ

陶工房 天風 天野さま陶工房 天風 天野さま

Merry
 Christmas

14 代悦山さん、娘さんと14 代悦山さん、娘さんと
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長
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ん
の
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話
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　仕事で久しぶ
りに大阪に行っ
てまいりました☆ 
一緒に仕事をしてい

るカメラマンさんと二人で福岡か
ら。せっかく来たので、「こりぁ、ちゃ
んと堪能せんとあかんわ！」と満喫
してしまいました、笑。
　まずは、中之島美術館へ。この建
物、美しかったですね～。外観が真っ
黒なんですよ。10 月まで開催され
ていた「展覧会　岡本太郎」が観れたら最高だったの
ですが、タイミング合わず残念！ いつか福岡で開催さ
れないかと心待ちにしています。
　そして、大阪といえば…、お好み焼き。日本一のお
好み焼き激戦区と言われる難波で夜ご飯に頂きました。
すんごい美味しかったです。カメラマンさんと子育て
のことやこれからの仕事のことを語りながら、楽しい
時間はアッという間。
　そして、大阪といえば…、グリコサイン。お決まり
のようにはしゃいできました。このグリコの看板が
LED画面になっていたのには時代を感じました。
　そして、大阪といえば…、551 の豚まん。帰りの新
幹線で食べようと、長蛇の列に並んで Get。もちろん
ビールも♪ 指定席に座り、いざ食べようと思うと、満
席に近いなか、横には若いお兄さんがいるし、「これは
箱を開けたら匂いがすんごいするから、なんだか恥ず
かしいなぁ～」と食べるのを諦めたんです。すると、
何やらぷぅ～んと豚まんのいい匂いが…。まさか ?!　
左側に目をやると、通路を挟んで座っているカメラマ
ンさんが、思いっきりかぶりついていました、笑。「食
べるんかーい」って思わず突っ込んでしまいましたね。
　やっぱり「移動」するととてもリフレッシュできます。
「移動距離が長いと運気が上がるよ♪」とよく言われま
すが、来年はもっと遠くへ行きたいな♪ 友永 真麗

大阪といえば…大阪といえば…
サン・マリンデザイン

オフィスの友永です！

サン・マリンデザイン

オフィスの友永です！

MAri の
ココロは
ひだまり

わかりますか？
足が逆、笑。

わかりますか？
足が逆、笑。
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